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街
路
樹
の
根
の
隆
起

 

安

全

対

策

は

街
路
樹
ご
と
の
ケ
ー
ス
に
応
じ

 

方

策

を

進

め

て

い

く

税制改正の負担軽減策
介護認定者の障害者控除

判定基準の見直しは

他自治体の状況等を
 調査・研究していきたい

地域包括支援センター
 今 後 の あ り 方 は

在宅介護支援センターと
　市独自の連携体系を構築したい

い

じ

め

問

題

 

メ

ー

ル

相

談

実

施

の

考

え

は

先
進
市
な
ど
を
参
考
に

 
検

討

し

て

い

く

掩え
ん

体た
い

壕ご
う

を

 

平
和
記
念
文
化
財
に
す
る
考
え
は

世

界
平

和
の

願
い

を
込

め

 

保

存
・

活

用

し

た

い

地域の自主防災・防犯活動
 ネットワーク化すべきでは

活 動 が 効 果 的 に な る よ う
 研 究 し て い き た い

遠
田　

宗
雄
議
員　

本
市
に
は
、

緑
の
並
木
が
多
く
、
四
季
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
反
面
、
街
路
樹

の
巨
木
化
に
よ
り
、
根
が
隆
起
し
、

ツ
リ
ー
キ
ー
パ
ー
を
押
し
上
げ
、

歩
行
者
等
が
そ
れ
に
つ
ま
ず
く
な

ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
ツ
リ
ー
キ
ー
パ
ー
の

役
割
と
隆
起
等
の
問
題
へ
の
対
策

を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長　

ツ
リ
ー
キ
ー
パ

ー
は
、
樹
木
の
保
護
や
歩
道
の
有

効
幅
を
広
く
す
る
な
ど
の
た
め
に

設
置
し
て
い
る
。

　

隆
起
等
へ
の
対
策
は
、
歩
行
者

の
安
全
確
保
と
樹
木
の
保
存
と
い

う
相
反
す
る
課
題
を
認
識
し
、

街
路
樹
ご
と
の
ケ
ー
ス
に
応
じ

た
方
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

四
季
を
通
じ
て
楽
し
め

る
街
路
樹
に
ふ
さ
わ
し
い
樹
種

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

都
市
整
備
部
長　

市
民
の
好
み

も
あ
る
と
思
う
が
、
落
葉
広
葉

樹
で
比
較
的
大
き
く
高
く
な
ら

な
い
、
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
、
ト
ウ

目
黒　

重
夫
議
員　

税
制
改
正
に

よ
り
、
多
く
の
市
民
が
増
税
と
そ

れ
に
伴
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

負
担
増
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
負
担
の
軽
減
が
必
要

と
思
う
が
、
軽
減
施
策
の
一
つ
で

あ
る
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除

制
度
に
つ
い
て
、
適
用
者
の
推
移

と
拡
大
の
考
え
を
聞
き
た
い
。　

福
祉
保
健
部
長　

適
用
者
数
は
平

成
15
年
度
８
人
、
16
年
度
21
人
、

17
年
度
19
人
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
同
制
度
を
設
け
て

い
る
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
基
準
を

定
め
、控
除
認
定
を
行
っ
て
お
り
、

適
用
拡
大
の
考
え
は
な
い
。

議
員　

今
後
、
同
制
度
の
認
定
に

当
た
り
、
寝
た
き
り
度
な
ど
の
判

定
基
準
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
同
制
度
の
周
知
を
、
介

護
保
険
に
関
す
る
通
知
等
と
合
わ

せ
て
行
う
な
ど
、
工
夫
が
必
要
と

思
う
が
市
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長　

判
定
基
準
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治
体

の
状
況
を
み
て
、
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

　

制
度
の
周
知
は
、
広
報
で
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
周
知

方
法
に
つ
い
て
研
究
し
、
徹
底
を

図
り
た
い
。

重
田　

益
美
議
員　

改
正
介
護
保

険
制
度
で
は
、
介
護
予
防
重
視
の

視
点
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ

の
中
核
的
な
役
割
を
担
う
の
が
、

新
た
に
設
置
を
義
務
付
け
ら
れ
た

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　

本
市
は
、
同
セ
ン
タ
ー
を
直
営

で
１
か
所
設
置
し
て
い
る
が
、
現

状
で
の
課
題
を
聞
き
た
い
。

市
長　

団
塊
世
代
の
高
齢
化
等
に

伴
い
、
今
後
、
相
談
件
数
の
増
加

や
介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
へ
の
対

応
が
、
同
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
厳

し
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

議
員　

国
基
準
で
は
、
同
セ
ン
タ

ー
の
設
置
を
人
口
２
〜
３
万
人
に

１
か
所
求
め
て
い
る
。

　

今
後
、
よ
り
き
め
細
か
く
高
齢

者
支
援
を
行
う
た
め
に
、
同
セ
ン

タ
ー
の
あ
り
方
を
、
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

福
祉
保
健
部
長　

介
護
予
防
プ
ラ

ン
作
成
の
量
的
な
対
応
等
に
向
け

て
、
直
営
に
加
え
、
委
託
方
式
も

視
野
に
入
れ
、
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
後
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

同
セ
ン
タ
ー
と
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
市
独
自
の
連
携
体
系

を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

隆　

ミ
ワ
子
議
員　

全
国
の
小
・

中
学
校
で
、
い
じ
め
を
苦
に
自
殺

す
る
事
件
が
多
発
し
て
い
る
。

　

い
じ
め
ゼ
ロ
を
目
指
す
た
め
に

は
、
相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り

が
必
要
と
思
う
が
、
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長　

現
在
、
実
施
に

向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
が
、
課

題
も
あ
る
た
め
、
先
進
市
な
ど
を

参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

い
じ
め
の
他
に
も
、
児
童

虐
待
等
、
子
ど
も
の
権
利
侵
害
は

憂
慮
す
べ
き
状
況
で
あ
り
、
社
会

全
体
で
解
決
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
権
利

に
関
す
る
条
例
制
定
の
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

本
市
の
子
育

て
施
策
の
基
本
で
あ
る
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
は
、
子
ど
も
の

権
利
条
約
が
掲
げ
る
﹁
子
供
の
利

益
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
﹂
と

い
う
基
本
理
念
の
も
と
に
策
定
し

た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
、
同
計
画
の
進

ち
ょ
く
状
況
を
見
な
が
ら
有
効
性

等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他 

Ａ
Ｅ
Ｄ
︵
自
動
体
外
式
除
細
動
器
︶

の
貸
し
出
し
事
業
の
実
施
を

小
山　

有
彦
議
員　

平
成
18
年
３

月
に
市
文
化
財
専
門
委
員
会
よ
り

﹁
府
中
市
の
文
化
財
保
存
・
活
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
﹂
が
答
申
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
、
太
平
洋
戦
争

末
期
に
戦
闘
機
を
収
納
保
護
す
る

た
め
に
建
設
さ
れ
た
掩
体
壕
に
つ

い
て
、
保
存
・
活
用
等
を
検
討
す

る
必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
18
年
度
は
、
本

市
の
平
和
都
市
宣
言
20
周
年
の
節

目
で
も
あ
り
、
こ
れ
を
機
に
、
市

内
に
残
存
す
る
掩
体
壕
を
平
和
記

念
文
化
財
と
し
て
保
存
・
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
は
。

生
涯
学
習
部
長　

掩
体
壕
は
、
戦

争
関
係
遺
跡
で
あ
り
、
平
和
啓
発

に
向
け
た
学
習
教
材
と
し
て
の
活

用
等
が
考
え
ら
れ
る
。

　

従
っ
て
、
市
内
に
残
る
掩
体
壕

に
つ
い
て
は
、
現
況
の
保
存
状
態

を
調
査
し
た
上
で
、
よ
り
よ
い
管

理
・
活
用
計
画
を
定
め
、
世
界
平

和
の
願
い
を
込
め
た
平
和
記
念
遺

産
と
し
て
、
末
永
く
保
存
・
活
用

し
て
い
き
た
い
。

他 

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後
の
府
中

市
の
対
応
に
つ
い
て
●

い
じ
め
問
題
に

対
す
る
府
中
市
の
対
応
に
つ
い
て

奈
良
﨑　

久
和
議
員　

国
が
実
施

し
て
い
る
﹁
地
域
安
全
安
心
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
整
備
モ
デ
ル
事
業
﹂
の

概
容
に
つ
い
て
、
市
の
認
識
を
聞

き
た
い
。

市
長　

同
事
業
は
、
地
域
住
民
に

よ
る
自
主
防
犯
･

防
災
活
動
の
拠

点
と
し
て
機
能
し
得
る
公
民
館
な

ど
を
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
位
置
付
け
、
活
動
の
支
援
等

を
行
う
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

同
事
業
で
は
、
自
主
防
災

組
織
等
の
活
動
主
体
が
広
域
的
な

連
携
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ

と
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る

と
思
う
が
、
こ
う
し
た
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

防
犯
・
防
災
活

動
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
た
め

に
は
、
市
民
と
協
働
し
て
い
る
庁

内
の
関
係
部
署
や
関
係
機
関
が
連

携
し
、
地
域
の
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
同
事
業
を
含

め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

他 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
な
ど
の
活
用
に
お
け

る
、
府
中
市
の
役
割
と
推
進
の
考
え
方

に
つ
い
て
︱
市
と
し
て
の
積
極
的
な
活

用
を
︱

カ
エ
デ
及
び
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
な
ど
が

あ
る
。

他 

市
内
小
中
学
校
・
耐
震
化
工
事
に
伴

う
校
庭
、
体
育
館
の
使
用
に
つ
い
て

▲隆起したツリーキーパー　

▲市内に残る掩体壕（白糸台）　　　　


